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三
七

元
・
兪
和
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
を
踏
襲
し
た 

　
　

明
・
張
楷
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
に
つ
い
て

竹　
　

村　
　

則　
　

行

一　

は
じ
め
に

明
代
初
中
期
の
中
国
に
生
き
た
張
楷
（
一
三
九
八

－

一
四
六
〇
）
の
名
前
を
、
中
国
文
学
史
や
明
代
文
学
史
上
に
見
る
こ
と
は
ま
ず

無
い
。
今
日
に
伝
わ
る
張
楷
の
詩
作
と
し
て
、
銭
謙
益
『
列
朝
詩
集
』
乙
集
第
五
に
十
首
、
朱
彝
尊
『
明
詩
綜
』
巻
十
八
下
に
三
首
、

陳
田
『
明
詩
紀
事
』
乙
籤
巻
十
一
に
二
首
等
を
輯
録
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
恐
ら
く
多
作
と
し
て
知
ら
れ
る
彼
の
全
詩
業
の
一
斑
で
し

か
な
い
。
ま
た
、
張
楷
が
名
作
『
西
廂
記
』
の
各
場
面
を
七
律
百
四
十
首
に
詠
ん
だ
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』
も
今
日
に
伝
わ
る
が
、

四
百
年
後
の
清
代
康
煕
の
文
人
何
子
春
が
「
張
楷
何
人
也
」
と
慨
嘆
す
る
ほ
ど
、
そ
の
名
前
は
後
世
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
）
、
二
十
七
歳
で
科
挙
試
に
合
格
し
て
進
士
と
な
っ
た
張
楷
は
、
陝
西
按
察
使
僉
事
や

都
察
院
右
僉
都
御
史
等
、
当
時
の
士
大
夫
が
歩
む
べ
き
官
歴
を
順
調
に
踏
ん
で
お
り
（
最
後
は
弾
劾
を
受
け
て
免
職
に
な
っ
た
が
）
、
そ
の



三
八

こ
と
は
、
彼
に
関
わ
る
当
時
の
文
人
が
記
録
し
た
各
種
の
墓
誌
銘
等
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
『
明
史
』
や
明
代
文
学

史
に
記
録
さ
れ
る
程
の
著
名
な
存
在
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
数
多
く
の
文
人
同
様
、
今
日
忘
却
さ
れ
た
無
名
の
文
人
の
一
人
に
数
え

ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
後
世
の
評
価
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
張
楷
が
明
代
の
中
国
に
生
き
た
文
人
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
例
え

全
著
作
で
な
く
て
も
彼
の
文
学
活
動
の
一
部
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
な
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
断
片
的
な
資
料

か
ら
、
張
楷
が
当
時
の
明
代
文
壇
の
息
吹
を
如
実
に
伝
え
る
、
極
め
て
典
型
的
な
文
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
立
証
で
き
る
。
言

い
方
を
変
え
れ
ば
、
通
常
の
明
初
文
人
と
し
て
の
張
楷
の
文
学
活
動
の
あ
り
よ
う
か
ら
、
明
初
文
壇
の
趨
勢
を
逆
に
探
索
す
る
こ
と

は
十
分
に
可
能
で
あ
る
し
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
文
学
史
研
究
も
必
要
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

拙
稿
は
、
以
上
の
観
点
に
立
ち
、
図
賛
と
い
う
体
裁
で
奇
し
く
も
作
品
の
大
半
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
張
楷
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』

（
孔
子
絵
伝
）
に
付
し
た
図
賛
を
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
先
行
す
る
元
・
兪
和
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
、

そ
の
踏
襲
の
仕
方
に
つ
い
て
分
析
し
つ
つ
、
翻
っ
て
明
代
文
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
出
版
と
研
究
の
簡
史
（
中
国
・
日
本
）

　

『
孔
子
聖
蹟
図
』（
孔
子
聖
迹
図
、
聖
跡
図
、
聖
績
図
等
と
も
）
と
は
、〝
聖
人
〞
孔
子
の
生
涯
の
事
蹟
を
一
連
の
絵
と
文
、
賛
で
綴
っ
た
〝
孔

子
絵
伝
〞
を
言
う
。
孔
子
生
涯
の
記
念
す
べ
き
場
面
を
描
い
た
絵
の
数
は
、
管
見
の
限
り
十
幅
か
ら
百
幅
を
越
え
る
も
の
ま
で
多
数

あ
り
、
ま
た
絵
と
共
に
図
賛
や
小
文
を
伴
う
も
の
も
あ
っ
て
、
絵
の
大
き
さ
も
含
め
て
多
種
多
様
を
極
め
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も

等
し
く
〝
聖
人
〞
孔
子
を
顕
彰
す
る
点
で
は
共
通
す
る
。
漢
代
以
降
に
国
教
化
さ
れ
た
儒
教
に
お
い
て
、
そ
の
開
祖
た
る
孔
子
が
一
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貫
し
て
文
人
の
尊
崇
の
対
象
、
教
学
の
模
範
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
特
に
明
代
以
降
は
多
様
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』

が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
当
時
に
お
け
る
儒
教
崇
拝
や
科
挙
受
験
の
趨
勢
、
更
に
近
世
の
印
刷
出
版
の
発

展
等
の
背
景
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
主
体
は
図
絵
で
あ
り
、
そ
こ
に
附
せ
ら
れ
た
図
賛
や
小
文
は
絵
図
を
引
き
立
て
る
為
の
脇
役
で
あ
る
。

文
字
は
時
間
を
超
え
て
容
易
に
後
世
に
伝
承
す
る
が
、
原
物
が
限
定
さ
れ
る
絵
図
と
な
る
と
、
印
刷
や
電
子
技
術
が
進
ん
だ
今
日
な

ら
ば
と
も
か
く
、
古
代
に
お
い
て
は
原
物
が
（
模
写
も
含
め
て
）
後
世
に
伝
承
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
有
名
な
晋
・
顧
愷
之
の
『
女

史
箴
図
』
（
大
英
博
物
館
蔵
）
が
、
例
え
唐
代
の
模
本
と
し
て
も
今
日
に
伝
存
す
る
の
は
極
め
て
稀
有
の
事
例
で
あ
る
一
方
、
晋
・
張

華
の
「
女
史
箴
」
（
『
文
選
』
巻
五
十
六
所
収
）
文
が
ほ
ぼ
完
璧
に
今
日
に
伝
わ
る
の
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
濫
觴
に

つ
い
て
も
、
絵
図
の
伝
承
問
題
も
あ
っ
て
特
定
が
困
難
で
あ
る
が
、
拙
稿
で
は
、
調
査
し
得
た
限
り
の
知
見
と
し
て
、
元
・
王
振
鵬

画
／
兪
和
題
に
よ
る
『
聖
蹟
図
』
十
幅
を
今
日
に
伝
存
す
る
最
も
初
期
の
も
の
と
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　

以
下
、
論
述
に
先
立
ち
、
拙
稿
の
論
述
に
関
わ
る
『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
主
要
版
本
、
及
び
関
連
図
書
に
つ
い
て
の
簡
単
な
書
誌
を

確
認
し
て
お
く
（
今
日
の
連
環
画
類
は
原
則
と
し
て
省
く
）
。

『
孔
子
聖
蹟
図
』
主
要
関
連
資
料
（
中
国
）

①
聖
蹟
圖

（
1
）…

元
・
王
振
鵬
（
孤
雲
）
画
、
元
・
兪
和
（
紫
芝
）
題
。
民
国
・
鄧
實
編
『
神
州
国
光
集
増
刊
之
二
』（
神
州
国
光
社
、
一
九
〇
八
年
）

所
収
。
王
振
鵬
は
元
朝
に
仕
え
た
著
名
な
宮
廷
絵
師
で
あ
り
、
他
に
も
多
く
の
絵
画
を
残
す
（
た
だ
当
該
『
聖
蹟
図
』
の
情
報
は
極

め
て
少
な
い
）
。
兪
和
も
同
時
の
文
人
で
あ
る
。
全
十
図
の
内
容
や
張
楷
図
賛
へ
の
踏
襲
の
仕
方
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
こ
れ

以
前
、
例
え
ば
南
宋
等
に
も
先
行
資
料
の
存
在
が
予
測
さ
れ
る
が
、
確
認
し
て
い
な
い
。



四
〇

②
聖
跡
図
…
明
・
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
序
刊
。
画
像
三
十
七
図
。
鄭
振
鐸
旧
蔵

－
中
国
国
家
図
書
館
蔵
。『
中
国
古
代
版
画
叢
刊
』（
古

典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）
所
収
。
包
背
装
二
冊
。
鮮
明
な
木
刻
本
の
影
印
で
あ
る
。
鄭
振
鐸
は
跋
文
で
、
こ
の
本
を
そ
の
後

に
続
く
諸
本
の
原
本
と
す
る
が
、
加
地
伸
行
や
佐
藤
一
好
は
こ
の
説
を
斥
け
、
該
本
は
「
張
楷
の
正
統
本
を
増
補
し
た
何
珣
の

弘
治
本
系
統
の
『
聖
蹟
図
』
で
あ
る
」
と
す
る

（
2
）

。
そ
の
論
拠
の
一
は
『
聖
跡
図
』
所
収
の
張
楷
図
賛
の
有
無
で
あ
る
（
後
述
）
。

③
明
版
彩
絵
孔
子
聖
蹟
図
…
曲
阜
市
文
物
管
理
委
員
会
編
、
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
六
年
影
刊
。
三
十
六
図
の
彩
絵
絹
本
、
高
四
一
．

四
㎝
×
寛
六
六
．
二
㎝
。
画
者
、
絵
製
年
は
不
詳
。
明
弘
治
間
（
一
四
八
八

－

一
五
〇
五
）
製
か
。
各
絵
に
説
明
文
と
張
楷
の
図

賛
を
付
す
が
、
画
題
は
無
い
。
制
作
年
は
特
定
で
き
な
い
。
一
般
に
は
連
環
画
式
に
影
印
し
た
小
冊
子
本
が
通
行
す
る
。

④
聖
蹟
図
…
清
・
顧
沅
撰
、『
聖
廟
祠
典
図
考
』（

装
書
局
、
一
九
九
六
年
影
刊
。
原
本
は
道
光
六
年
（
一
八
二
六
）
刊
）
所
収
。
全
六
十
八
図
。

先
行
す
る
元
・
兪
和
、
明
・
張
楷
の
図
賛
を
襲
用
し
つ
つ
増
多
す
る
。
四
字
題
を
附
し
た
絵
図
と
、
説
明
文
・
図
賛
を
載
せ
る

文
字
と
を
別
頁
に
組
む
体
裁
を
取
る
。
こ
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
が
ど
の
よ
う
に
明
・
張
楷
、
ま
た
は
元
・
兪
和
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』

賛
を
踏
襲
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
考
察
し
た
い
。
な
お
、『
孔
孟
聖
迹
図
』
（

装
一
函
二
冊
、
上
海
辞
書
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
。
中
国
古
代
木
刻
版
画
珍
蔵
佚
本
）
は
、
原
本
を
明
記
し
な
い
が
、
本
書
道
光
六
年
刊
本
の
影
印
本
で
あ
る
。

⑤
聖
蹟
図
賛
旧
碑
…
張
楷
の
図
賛
の
み
二
十
八
首
を
輯
録
す
る
。
図
は
無
い
。
清
・
孔
毓
圻
（
孔
子
子
孫
）
等
編
『
孔
宅
志
』
巻
五
所
収
。

　
　

張
楷
の
図
賛
に
特
定
し
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
拙
稿
に
は
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
底
本
と
し
た
。

⑥
聖
迹
図
一
名
大
成
至
聖
文
宣
先
師
周
流
之
図
…
清
・
直
隷
宛
平
蘭
友
芳
文
、
青
浦
陳
尹
絵
、
蘇
州
朱
璧
鐫
。
末
尾
に
蘭
友
芳
の
識

語
が
あ
る
。
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
刊
。
曲
阜
孔
廟
の
陰
刻
石
刻
三
十
四
図
を
影
印
す
る
。
胡
蝶
装
。
沈
津
の
前

言
に
拠
れ
ば
、
康
煕
二
十
一
年
（
一
六
八
二
）
、
上
海
青
浦
県
知
事
で
あ
っ
た
蘭
友
芳
が
離
任
時
に
出
資
し
て
鐫
刻
さ
せ
た
も
の

と
い
う
。
各
図
に
説
明
文
と
図
賛
を
刻
す
る
が
、
図
賛
は
蘭
友
芳
作
と
思
わ
れ
、
そ
の
措
辞
表
現
に
張
楷
図
賛
の
踏
襲
は
認
め



四
一

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

ら
れ
な
い
。
清
初
の
美
麗
な
石
刻
作
品
で
あ
る
。
後
出
⑩
孔
孟
聖
蹟
図
鑑
に
も
詳
細
な
解
説
と
訓
読
文
を
載
せ
る
。

　

以
上
、
中
国
刊
の
主
要
資
料
に
つ
い
て
概
括
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

（
一
）　

確
認
で
き
る
限
り
、『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
資
料
は
元
以
降
に
出
現
す
る
。

　

（
二
）　

明
代
以
降
に
『
孔
子
聖
蹟
図
』
が
続
出
す
る
。
こ
れ
に
は
当
時
多
数
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
以
外
に
、
ほ
ぼ
四
五
百

年
を
経
て
、
大
切
に
保
存
さ
れ
た
原
物
資
料
が
今
日
に
伝
承
し
て
い
る
と
い
う
思
想
的
、
物
理
的
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　

（
三
）　

原
物
絵
画
は
一
点
限
り
で
あ
る
が
、
明
代
に
発
展
す
る
図
像
印
刷
に
よ
れ
ば
、
複
数
の
図
像
本
の
刊
行
が
可
能
で
あ
る
。

　

（
四
）　

原
物
絵
画
に
附
す
る
説
明
文
や
画
賛
等
の
文
字
資
料
も
重
要
な
原
初
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
文
学
史
的
研
究
は
ほ
と

ん
ど
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　

（
五
）　

今
日
の
中
国
に
お
け
る
多
数
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
影
刊
本
の
出
版
は
、
現
代
に
お
け
る
孔
子
・
儒
教
の
新
た
な
見
直
し
や

印
刷
複
製
技
術
の
発
展
に
大
い
に
関
連
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、『
孔
子
聖
蹟
図
』
が
図
賛
を
載
録
す
る
か
否
か
は
、
実
は
該
本
の
伝
播
を
考
え
る
上
で
大
き
な
判
断
材
料
に
な
る
の
だ
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
考
察
し
た
い
。

『
孔
子
聖
蹟
図
』
主
要
関
連
資
料
（
日
本
）

　

以
下
は
、
拙
稿
に
関
わ
る
日
本
側
の
主
要
資
料
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
。

⑦
孔
子
聖
蹟
之
図
…
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
嶋
津
家
久
跋
刊
。
木
刻
画
像
四
十
幅
。
弘
治
丁
巳
（
十
年
、
一
四
九
七
）
の
原
跋
を
附

す
鮮
明
な
和
刻
本
で
あ
る
。
上
記
②
の
明
本
の
流
れ
を
汲
む
か
。
原
本
の
日
本
へ
の
伝
来
時
期
は
不
明
だ
が
、
江
戸
初
期
（
も

し
く
は
そ
れ
以
前
）
我
が
国
に
伝
わ
っ
た
明
本
が
薩
摩
に
お
い
て
模
写
さ
れ
、
江
戸
初
期
に
鮮
明
に
和
刻
印
刷
さ
れ
る
と
い
う
文



四
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化
水
準
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
嶋
津
家
久
跋
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
孔
子
聖
蹟
者
、
我
曾
祖
父
前
相
州
刺
史
日
新
翁
爲
之
屏
障
、
置
之
座
右
、
以
備
其
観
覧
矣
。
予
幸
継
其
芳
躅
、
將
廣
曾

祖
父
業
。
因
命
畫
師
等
林
摹
之
以
欲
使
家
孫
子
仰
聖
跡
於
百
千
歳
之
後
。

此
の
『
孔
子
聖
蹟
（
図
）
』
は
、
我
が
曾
祖
父
前
の
相
州
刺
史
日
新
翁
（
嶋
津
忠
良
）
、
之
を
屏
障
に
為つ

く

り
て
、
之
を
座
右
に

置
き
、
以
て
其
の
観
覧
に
備
へ
た
り
。
予 

幸
に
其
の
芳
躅
を
継
ぎ
、
将
に
曾
祖
父
の
業
を
広
め
ん
と
す
。
因
て
画
師
（
日

野
）
等
林
に
命
じ
て
之
を
摹
せ
し
め
、
以
て
家
の
孫
子
を
し
て
聖
跡
を
百
千
歳
の
後
に
仰
が
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り

（
3
）

。

こ
こ
に
は
、
嶋
津
家
久
が
子
孫
教
育
の
為
に
模
写
し
た
と
い
う
、『
孔
子
聖
蹟
図
』
伝
承
に
共
通
す
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が

記
録
さ
れ
る
。
な
お
、
跋
の
後
半
に
、
家
久
は
こ
の
日
野
等
林
模
写
『
孔
子
聖
蹟
図
』
を
高
野
山
（
蓮
金
院
）
に
寄
進
し
た
と

述
べ
る

（
4
）

。
更
に
、
鹿
児
島
加
世
田
市
立
郷
土
資
料
館
蔵
の
孔
子
聖
蹟
之
図
屏
風
は
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
こ
の
原
画

を
模
写
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る

（
5
）

。

⑧
至
聖
文
宣
王
…
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
、
神
戸
又
新
日
報
。
宇
野
哲
人
序
、
概
説
、
及
び
中
山
久
四
郎
巻
頭
言
。
内
に
原
画
の
白

黒
写
真
三
十
九
画
幅
、
及
び
眉
欄
の
説
明
文
と
図
賛
の
訓
読
を
附
す
。
斯
文
会
編
、
昭
和
十
年
大
阪
新
日
報
社
本
等
は
、
更
に

東
京
湯
島
聖
堂
沿
革
及
び
至
聖
先
師
孔
子
廟
の
説
明
を
数
葉
の
白
黒
写
真
と
共
に
載
せ
る
。
ま
た
巻
末
に
張
楷
『
聖
蹟
図
跋
』

及
び
嶋
津
家
久
後
記
の
原
図
写
真
と
訓
読
文
を
附
す
。
高
二
七
㎝
×
寛
三
七
、五
㎝
の
横
長
大
本
に
『
孔
子
聖
蹟
之
図
』
原
画

を
白
黒
写
真
で
影
印
す
る
。
上
記
⑦
に
も
述
べ
た
原
画
（
日
野
等
林
作
。
奥
書
に
原
版
所
有
者
小
林
音
次
郎
と
あ
る
）
は
、
高
野
山
か

ら
目
黒
雅
叙
園
美
術
館
所
蔵
後
、
同
館
閉
館
後
の
現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

⑨
孔
子
聖
蹟
志
…
馬
場
春
吉
編
、
大
東
文
化
協
会
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
。
曲
阜
孔
子
廟
及
び
関
連
す
る
周
辺
の
孔
子
聖
蹟
に
つ

い
て
、
多
数
の
白
黒
写
真
や
図
表
と
共
に
総
合
的
に
述
べ
る
。『
聖
蹟
図
』
に
つ
い
て
は
一
六
九
頁
に
画
目
と
共
に
解
説
す
る
。
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山
東
曲
阜
が
日
本
軍
治
下
に
あ
っ
た
情
況
下
で
刊
行
さ
れ
た
該
著
は
、
孔
子
や
儒
教
へ
の
尊
崇
畏
敬
の
念
が
顕
著
で
あ
る
。

⑩
孔
孟
聖
蹟
図
鑑
…
馬
場
春
吉
編
、
同
刊
行
会
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
。
徳
富
蘇
峯
・
服
部
宇
之
吉
・
市
村
瓉
次
郎
他
の
題
字
、

及
び
井
上
哲
次
郎
・
宇
野
哲
人
・
塩
谷
温
他
の
序
文
を
連
ね
た
、
高
三
五
、五
㎝
×
寛
二
八
㎝
×
厚
四
㎝
に
及
ぶ
豪
華
本
で
あ

る
。
内
容
は
題
字
序
文
・
孔
孟
聖
跡
図
（
地
図
）
に
続
き
、﹇
記
事
﹈﹇
地
図
﹈﹇
写
真
﹈
に
分
け
て
述
べ
る
。﹇
記
事
﹈
は
聖
蹟
図

及
び
大
成
至
聖
文
宣
王
先
師
周
流
図
に
就
て
・
大
成
至
聖
孔
子
等
の
項
目
に
分
け
て
懇
切
に
解
説
す
る
。
掲
載
写
真
も
豊
富
で

あ
り
、
凡
そ
当
時
考
え
得
る
全
て
の
参
考
写
真
を
網
羅
し
て
集
大
成
し
た
豪
華
本
で
あ
る
。『
聖
蹟
図
』
に
つ
い
て
は
、﹇
記
事
﹈

冒
頭
に
解
説
す
る
外
、『
大
成
至
聖
文
宣
先
師
周
流
之
図
』
（
上
記
⑥
）
を
影
印
す
る
。
本
書
は
、
上
記
⑨
に
同
じ
く
、
日
中
大

戦
下
に
お
け
る
国
威
発
揚
の
為
の
刊
行
物
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
内
容
を
刪
略
し
た
海
賊
版
『
孔
孟
聖
蹟
図
鑑
』
（
韓
国
ソ
ウ
ル

民
俗
苑
、
一
九
八
二
年
）
も
相
当
に
流
通
す
る
。

⑪
聖
蹟
図
に
み
る
孔
子
流
浪
の
生
涯
と
教
え　

孔
子
画
伝
…
大
阪
大
学
教
授
（
当
時
）
加
地
伸
行
著
、
集
英
社
、
一
九
九
一
年
。「
は
じ
め
に
」

「
『
聖
蹟
図
』
と
い
う
名
の
孔
子
画
伝
」「
孔
子
と
そ
の
時
代
と
」
に
続
き
、
上
記
③
系
統
の
版
本
を
底
本
に
し
て
各
絵
を
彩
色

影
印
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
と
訓
読
、
関
連
資
料
の
紹
介
を
豊
富
な
写
真
と
共
に
加
え
る
。
日
本
を
代
表
す
る
孔
子
及
び
儒
教

研
究
の
碩
学
の
手
に
な
る
本
書
は
内
容
の
水
準
が
高
く
、
絵
画
や
版
本
写
真
を
駆
使
し
た
視
覚
資
料
は
説
得
力
が
あ
る
。
特
に

附
載
す
る
佐
藤
一
好
の
論
文
「
『
聖
蹟
図
』
の
歴
史
」
は
『
聖
蹟
図
』
志
と
版
本
史
に
つ
い
て
詳
細
で
あ
り
、
拙
稿
も
多
く
を

参
照
し
た

（
6
）

。　
　

　

以
上
、
日
本
側
の
関
連
資
料
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
見
た
。
筆
者
の
調
査
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
大
学
や
研
究
機
関
が
蔵
す
る

全
て
の
関
連
資
料
の
一
斑
を
見
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
凡
そ
の
傾
向
は
把
握
可
能
と
思
わ
れ
る
。
則
ち
、

　

（
一
）　

中
国
の
明
清
期
に
盛
行
し
た
『
孔
子
聖
蹟
図
』
は
、
そ
の
他
の
一
般
中
国
書
籍
と
同
様
、
か
な
り
早
期
に
日
本
に
も
た
ら



四
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さ
れ
、
和
刻
本
の
出
版
を
見
た
こ
と
。
特
に
初
期
の
薩
摩
嶋
津
家
に
お
け
る
文
化
活
動
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

（
二
）　

日
中
戦
争
下
に
あ
っ
て
、
中
国
山
東
も
戦
場
と
な
っ
た
が
、
聖
地
曲
阜
に
お
け
る
孔
子
関
係
遺
跡
は
却
っ
て
か
な
り
厳
重

に
保
護
さ
れ
、『
孔
子
聖
蹟
図
』
を
含
む
関
連
資
料
の
調
査
研
究
が
真
摯
に
実
施
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

（
7
）

。

　

（
三
）　

本
稿
で
は
例
示
を
省
い
た
が
、
江
戸
期
に
お
け
る
『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
絵
入
り
本
、
仮
名
交
じ
り
文
の
各
種
国
訳
本
の
刊

行
は
、
中
国
明
清
期
と
同
様
に
、
当
時
に
お
け
る
儒
教
の
伝
播
、
孔
子
像
の
普
及
に
相
当
に
貢
献
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

三　

張
楷
略
伝 

　

張
楷
の
伝
記
紹
介
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
一
好
の
論
文
「
張
楷
の
生
涯
と
詩
作
と
『
聖
蹟
図

（
6
）』

」
が
詳
し
い
。
本
章
で
は
、
該
論
を

参
照
し
つ
つ
、
張
楷
の
伝
記
の
特
色
、
特
に
そ
の
文
学
方
面
の
特
徴
に
つ
い
て
筆
者
の
初
歩
的
理
解
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　
　

（
一
）　

そ
の
家
系

　

張
楷
の
父
張
惟
哲
も
従お

じ父
も
、
当
時
「
以
能
詩
稱
（
詩
を
能
く
す
る
を
以
て
称
せ
ら
る
）
」、
つ
ま
り
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

詩
作
に
身
近
な
家
庭
環
境
は
、
本
人
が
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
関
わ
ら
ず
、
張
楷
の
そ
の
後
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
考
察
す
る
『
孔
子
聖
蹟
図
』
図
賛
の
成
立
に
も
直
結
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
張
惟
哲
の
『
聯
璧
集
』
が
当
時
に

は
有
名
で
あ
っ
て
も
今
日
ま
で
伝
わ
ら
な
い
の
は
、
つ
ま
り
は
そ
れ
が
抄
本
で
あ
っ
て
、
ま
だ
印
刷
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
明
代
中
期
に
は
、
個
人
文
集
の
印
刷
出
版
は
、
ま
だ
後
世
の
明
末
や
清
代
の
よ
う
に
は
一
般
的
で
な
か
っ
た
。
そ
れ

よ
り
も
、
当
時
の
墓
誌
銘
・
神
道
碑
・
行
状
類
に
こ
れ
ら
の
詩
文
集
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
驚
く
べ
き
で
あ
る
。



四
五
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（
二
）　

幼
少
青
年
期
と
科
挙
進
士
合
格

　

明
の
洪
武
三
十
一
年
（
一
三
九
八
）
に
生
ま
れ
た
張
楷
は
「
少
穎
異
、
書
一
覧
即
成
誦
（
少わ

か

く
し
て
穎
異
、
書
は
一
覧
す
れ
ば
即
ち

誦
を
成
す
）
」
ほ
ど
の
記
憶
力
抜
群
の
少
年
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
上
記
の
父
や
叔
父
が
み
っ
ち
り
『
詩
経
』
朗
誦
等
の
蒙
学
を
教
え

込
ん
だ
成
果
で
あ
ろ
う
。
張
家
の
栄
誉
を
一
身
に
背
負
っ
た
「
穎
異
」
な
張
楷
少
年
は
、
や
が
て
「
「
年
十
二
能
属
文
」（
年
十
二

に
し
て
能
く
文
を
属つ

づ

り
）
」、「
年
十
四
為
邑
庠
生
（
年
十
四
に
し
て
邑
の
庠
生
と
為
り
）
」、「
十
七
中
郷
試
（
十
七
に
し
て
郷
試
に
中あ

た

り
）
」、
遂
に
二
十
七
歳
で
晴
れ
て
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
）
の
進
士
科
に
第
三
甲
の
成
績
で
合
格
す
る
。
こ
の
間
、
本
人
の
努

力
は
も
と
よ
り
、
も
ち
ろ
ん
周
囲
の
全
面
的
な
援
助
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
張
楷
は
順
調
な
修
学
、
そ
し
て
進
士
合
格
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
　

（
三)　

そ
の
官
途
と
政
治
業
績

　

張
楷
の
主
要
な
官
歴
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

宣
徳
二
年
（
一
四
二
七
）
、
三
十
歳
、
兵
部
試
政

　
　
　

宣
徳
四
年
（
一
四
二
九
）
、
三
十
二
歳
、
南
京
江
西
道
監
察
御
史

　
　
　

正
統
五
年
（
一
四
四
〇
）
、
四
十
三
歳
、
陝
西
按
察
使
僉
事

　
　
　

正
統
十
三
年
（
一
四
四
八
）
、
五
十
一
歳
、
都
察
院
右
僉
都
御
史

　
　
　

正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
、
五
十
二
歳
、
都
察
院
右
僉
都
御
史
を
免
職

　
　
　

（
天
順
四
年
（
一
四
六
〇
）
、
六
十
三
歳
、
北
京
に
て
病
没
）

　

こ
う
し
て
官
歴
だ
け
を
羅
列
す
る
と
、
張
楷
は
官
人
と
し
て
頗
る
順
調
な
出
世
階
段
を
踏
ん
だ
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
事
実
、
鄧



四
六

茂
七
の
乱
の
平
定
に
尽
力
し
た
と
い
う
実
績
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
経
歴
は
決
し
て
順
風
満
帆
一
辺
倒
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
所
謂

詩
禍
に
よ
る
免
職
事
件
を
も
含
ん
で
い
る
。
経
緯
の
分
析
は
佐
藤
論
文
に
詳
し
い
が
、
明
・
沈
徳
符
『
萬
暦
野
獲
編
』
巻
二
十
五

（
8
）に

よ
る
と
、
正
統
十
四
年
、
福
建
剿
賊
都
御
史
と
し
て
鄧
茂
七
の
乱
の
平
定
に
当
た
っ
た
張
楷
が
「
除
夕
」
詩
に
詠
ん
だ
、

　
　
　
　

庭
院
不
須
燒
爆
竹　
　

庭
院　

爆
竹
を
焼
く
を
須も

ち

ひ
ず

　
　
　
　

四
山
烽
火
照
人
紅　
　

四
山
の
烽
火　

人
を
照
ら
し
て
紅
な
り

と
い
う
詩
句
が
、
反
乱
軍
鎮
定
の
責
任
者
と
し
て
不
適
切
で
あ
り
、「
寇
を
弄
ぶ
」
と
し
て
給
事
中
の
王
詔
に
弾
劾
さ
れ
、
張
楷
は

免
職
に
至
る
。
弾
劾
事
件
は
不
幸
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
乱
中
に
あ
っ
て
な
お
詩
作
に
耽
っ
た
詩
人
張
楷
の
面
目
が
躍
如
と
し
て

い
る
。
佐
藤
論
文
も
既
に
指
摘
す
る
が
、『
孔
子
聖
蹟
図
』
に
付
す
張
楷
の
序
文
の
識
語
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

時
正
統
甲
子
秋
七
月
望
日
、
四
明
張
楷
式
之
盥
手
謹
書
于
西
臺
公
署

　
　
　
　

時
に
正
統
甲
子
（
九
年
、
一
四
四
四
）
秋
七
月
望
日
、
四
明
の
張
楷
式
之
、
手
を
盥す

す

ぎ
謹
し
ん
で
西
台
の
公
署
に
書
す
。

　

時
に
張
楷
四
十
七
歳
、『
孔
子
聖
蹟
図
』
が
、
陝
西
按
察
使
僉
事
と
し
て
西
安
公
署
の
西
台
に
お
い
て
成
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　

な
お
、
明
・
呂
原
「
南
京
都
察
院
右
僉
都
御
史
張
公
墓
誌
銘
」
（
明
・
黄
宗
羲
『
明
文
海
』
巻
四
五
〇
所
収
）
に
も
、
張
楷
の
著
作
と
し

て
『
孔
子
聖
蹟
圖
賛
』
を
明
記
す
る
。

　
　

（
四
）　

記
録
に
残
っ
た
張
楷
の
文
学
著
作

　

『
明
史
』
巻
九
十
九
、
芸
文
四
二
に
、
張
楷
の
著
作
と
し
て
次
の
記
録
が
あ
る
。

　
　
　
　

張
楷
『
和
唐
音
』
二
十
八
巻
、『
和
李
杜
詩
』
十
二
巻

　

現
代
の
杜
信
孚
・
杜
同
書
編
『
全
明
分
省
分
縣
刻
書
考
』
江
蘇
家
刻

（
9
）

巻
に
よ
る
と
、



四
七

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

　
　
　
　

和
李
杜
詩
十
二
巻　

明
張
楷
撰
。
明
成
化
（
引
用
者
注

：

一
四
六
五
〜
八
七
）
江
蘇
省
常
熟
縣
劉
効
刊
本

　
　
　
　

和
杜
詩
六
巻　

明
張
楷
撰
。
明
天
順
二
年
（
引
用
者
注

：

一
四
五
八
）
江
蘇
省
常
熟
縣
劉
以
則
（
引
用
者
注

：

劉
効
字
）
刊
本

と
あ
り
、
張
楷
の
晩
年
か
ら
没
後
に
か
け
て
、
江
蘇
常
熟
の
劉
効
（
字
は
以
則
）
が
そ
の
『
和
李
杜
詩
』『
和
杜
詩
』
を
刊
行
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
同
書
に
引
く
『
和
杜
詩
六
巻
』
の
張
楷
自
序
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　

景
泰
間
、
余
和
李
翰
林
珠
玉
詩
、
古
樂
府
二
百
五
十
餘
篇
、
杜
少
陵
律
詩
二
百
五
十
首
。
既
脱
稿
、
天
順
己
卯
調
官
南
臺
。

　
　
　
　

海
虞
劉
以
則
來
京
、
請
爲
余
綉
梓
以
傳
…

景
泰
間
（
一
四
五
〇
〜
五
六
）
、
余
、
李
翰
林
（
白
）
の
珠
玉
詩
、
古
樂
府
二
百
五
十
餘
篇
、
杜
少
陵
（
甫
）
の
律
詩

二
百
五
十
首
に
和
す
。
既
に
脱
稿
す
る
に
、
天
順
己
卯
（
三
年
、
一
四
五
九
）
調
せ
ら
れ
て
南
台
に
官
す
。
海
虞
劉
以
則
（
効
）
、

（
北
）
京
に
来
た
り
、
余
が
為
に
綉

し
ゆ
つ
ぱ
ん

梓
し
て
以
て
伝
へ
ん
こ
と
を
請
ふ
…

　

こ
の
張
楷
自
序
に
よ
る
と
、
張
楷
が
李
白
や
杜
甫
、
古
楽
府
に
和
し
た
詩
篇
は
、
既
に
景
泰
間
（
一
四
五
〇
〜
五
六
）
に
脱
稿
し
て

い
た
が
、
天
順
三
年
（
一
四
五
九
）
、
劉
以
則
が
転
任
先
の
北
京
ま
で
や
っ
て
来
て
、
原
稿
の
出
版
を
慫
慂
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の

張
楷
の
和
詩
は
諸
本
に
よ
っ
て
巻
数
も
異
な
り
、
今
日
研
究
機
関
等
の
所
蔵
の
有
無
も
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
当
時
、
張
楷

の
李
白
・
杜
甫
・
古
楽
府
の
和
詩
の
刊
行
が
云
々
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
は
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
張
楷
の
免
職
の
事
由
の
一
に
、
彼
が
「
「
監
軍
」
と
し
て
の
責
務
を
忘
れ
て
詩
作
に
耽
っ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
建
寧

府
に
命
じ
て
自
ら
の
詩
集
を
刊
行
さ
せ
て
い
た
」
と
い
う
佐
藤
論
文
の
指
摘
は
同
様
に
注
目
さ
れ
る
。
則
ち
、『
明
英
宗
実
録

）
10
（

』
巻

一
七
八
、
正
統
十
四
年
五
月
丙
戌
条
に
見
え
る
王
詔
の
張
楷
弾
劾
文
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。

禮
科
給
事
中
王
詔
言
、
福
建
盗
賊
生
發
、
皇
上
命
都
督
劉
聚
・
僉
都
御
史
張
楷
統
軍
剿
殺
。
各
官
自
到
建
寧
以
来
、
笙
歌

為
樂
、
笑
傲
自
如
。
楷
以
平
時
所
和
唐
詩
逼
令
建
寧
府
刊
行
、
其
於
軍
政
置
之
度
外
。



四
八

礼
科
給
事
中
王
詔
言も

お

す
、「
福
建
の
盗
賊
生
発
す
る
や
、
皇
上
都
督
劉
聚
・
僉
都
御
史
張
楷
に
命
じ
、
軍
を
統
べ
て
剿
殺

せ
し
む
。
各
官
建
寧
に
到
り
て
よ
り
以
来
、
笙
歌
し
て
楽
を
為
し
、
笑
傲
自
如
た
り
。（
張
）
楷
ご
と
き
、
平
時
和
す
る
所

の
唐
詩
を
以
て
、
逼
り
て
建
寧
府
を
し
て
刊
行
せ
し
め
ん
と
し
、
其
の
軍
政
に
於
け
る
や
之
を
度
外
に
置
け
り
。
…
」

　

弾
劾
文
は
こ
の
後
に
、
上
述
し
た
「
庭
院
不
須
燒
爆
竹　

四
山
烽
火
照
人
紅
」
等
の
張
楷
の
戦
時
下
に
お
け
る
作
詩
例
を
引
く
。

　

要
す
る
に
、
張
楷
が
反
乱
軍
平
定
の
任
務
を
疎
か
に
し
て
作
詩
に
耽
り
、
自
作
の
『
和
唐
詩
』
を
建
寧
府
か
ら
公
刊
す
る
よ
う
に

逼
っ
た
と
い
う
告
訴
で
あ
る
。
公
金
の
私
的
不
正
使
用
が
弾
劾
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。
明
代
中
期
に
出
版
の
聖
地
と
し
て
声
名
が

あ
っ
た
福
建
建
寧
に
反
乱
軍
の
鎮
圧
の
た
め
に
赴
い
た
張
楷
が
、
職
務
を
疎
か
に
し
て
自
編
の
和
唐
詩
の
刊
行
を
画
策
し
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
注
目
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
張
楷
が
免
職
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
時
の
張
楷
『
和
唐
詩
』
の
建
寧
出
版
は

実
現
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

清
・
黄
虞
稷
の
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
十
八
に
は
、
張
楷
の
著
作
と
し
て
以
下
の
書
名
を
掲
げ
る
。

『
陝
西
紀
行
集
』『
輕
侯
集
』
』『
介
庵
集
』『
歸
田
錄
』『
南
臺
稿
』『
百
琴
操
』『
效
顰
稿
』『
和
選
詩
』『
和
李
謫
仙
・
樂
府
・

古
詩
・
杜
少
陵
七
言
律
十
二
巻
』『
和
唐
詩
正
音
二
十
八
巻
』『
和
許
渾
丁
卯
集
』『
和
高
季
迪
缶
鳴
集
』『
和
中
峰
和
尚
梅

花
百
詠
』

　

こ
の
他
に
も
張
楷
の
作
品
集
と
し
て
、『
草
堂
詩
餘
』『
四
經
糠
粃
』『
大
明
律
條
撮
要
』『
武
經
小
學
』『
増
廣
事
物
紀
原
』
（
以
上
、

呂
原
「
南
京
都
察
院
右
僉
都
御
史
張
公
墓
誌
銘
」
）
、『
介
庵
集
』
（
『
明
代
版
刻
綜
録
』
巻
六
）
、『
瀛
奎
（
律
髄
）
』『
三
体
（
詩
）
』
（
以
上
、『
列
朝
詩
集

小
伝
』『
明
詩
綜
』
）
等
の
多
数
の
書
名
を
記
録
す
る
。
書
名
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
詩
文
集
の
外
に
、
和
詩
や
抜
粋
書
が
多
い
が
、
残

念
な
が
ら
い
ず
れ
も
完
本
と
し
て
の
今
日
へ
の
伝
存
は
確
認
で
き
な
い
。
恐
ら
く
は
抄
本
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
、
刊
行
に
は
至
ら
な

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



四
九

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

　

そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
、
張
楷
作
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
や
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集

）
11
（

』
が
辛
う
じ
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、
張
楷
の
作
品
が
、
孔
子
や
『
西
廂
記
』
と
い
う
大
名
の
驥
尾
に
付
し
て
印
刷
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
今
日
に
伝

わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
彼
の
文
学
活
動
、
又
は
明
代
中
期
の
文
檀
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

四　

元
・
兪
和
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
と
明
・
張
楷
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛

　

張
楷
作
の
『
孔
子
聖
蹟
圖
』
賛
二
十
九
首
は
、
概
ね
清
・
孔
毓
圻
等
編
『
孔
宅
志
』
巻
五
所
収｢

聖
蹟
圖
賛
舊
碑
」
二
十
八
首
に

対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
、
先
行
す
る
『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
元
・
兪
和
賛
に
重
複
す
る
十
首
を
以
下
に

掲
げ
る
（
訓
読
は
張
楷
賛
に
基
く
。
番
号
は
後
掲
図
に
対
応
す
る
）
。

①
ａ　

元
・
兪
和
賛
…
尼
山
巖
巌　

魯
邦
是
瞻　

降
靈
自
母　

孕
聖
歸
男　

既
驗
以
形　

遂
徴
以
名　

一
誠
感
格　

萬
古
文
明

①
ｂ　

明
・
張
楷
賛
…
尼
山
禱
嗣
（
尼
山
に
嗣
を
祷い

の

る
）

尼
山
巖
巌　

魯
邦
是
瞻　

降
靈
自
母　

孕
聖
歸
男　

既
驗
以
形　

遂
徴
以
名　

一
誠
感
格　

萬
古
文
明

（
尼
山
は
巖
巌
と
し
て　

魯
邦　

是
れ
瞻み

る　

靈
を
降
す
こ
と
母
自よ

り
し　

聖
を
孕は

ら

む
こ
と
男
に
帰
す

既
に
験
す
る
に
形
を
以
て
し　

遂
に
徴
す
る
に
名
を
以
て
す　

一
誠
も
て
感
格
し　

万
古
文
明
な
り
）

②
ａ　

元
・
兪
和
賛
…
望
魯
相
聖　

強
齊
畏
威　

用
夷
遏
夏　

女
樂
乃
歸　

邪
逐
正
移　

始
難
終
保　

邈
矣
聖
蹟　

厄
哉
吾
道

②
ｂ　

明
・
張
楷
賛
…
受
樂
遄
行

）
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（

（
学
を
受
け 

遄
す
み
や
かに

行さ

る
）

望
魯
相
聖　

強
齊
畏
威　

女
樂
文
駟　

以
沮
其
爲　

周
道
游
觀　

不
理
政
事　

弁
冕
而
行　

膰
俎
不
致



五
〇

（
望
あ
る
魯 

聖
を
相
と
す
れ
ば　

強
き
斉 

威
を
畏
る　

女
楽
と
文あ

や

あ
る
駟う

ま　

以
て
其
の
為
を
沮は

ば

ま
ん
と

す　
（
魯
は
）
周
道
游
観
し　

政
事
を
理お

さ

め
ず　
（
孔
子
は
）
弁
冕
し
て
行さ

り　

膰ひ
も
ろ
ぎ俎

致と
ど

け
ら
れ
ず
）

③
ａ　

元
・
兪
和
賛
…
貨
暴
於
匡　

聖
状
偶
同　

彼
方
此
讎　

我
適
此
逢　

鳳
異
梟
群　

麟
殊
兕
跡　

匪
伊
其
昏　

惟
聖
斯
厄

③
ｂ　

明
・
張
楷
賛
…
圍
匡
曲
解
（
匡
に
囲
ま
れ　

曲
解
さ
る
）

虎
暴
於
匡　

聖
貌
偶
同　

彼
方
此
仇　

我
適
與
逢　

鳳
異
梟
音　

麟
殊
兕
跡　

匪
伊
其
昏　

惟
聖
斯
厄

（
（
陽
）
虎　

匡
に
暴
た
り　

聖
貌
偶た

ま
たま

同
じ　

彼
れ
方ま

さ

に
此
に
仇
せ
ん
と
す
る
に　

我
れ
適

た
ま
た

ま
与と

も

に
逢
へ

り　

鳳
は
梟
音
に
異
な
り　

麟
は
兕
跡
を
殊
に
す　

伊か

れ
其
れ
昏
き
に
匪あ

ら

ず　

惟
だ
聖 

斯
に
厄
せ
り
）

④
ａ　

元
・
兪
和
賛
…
出
自
東
門　

顧
瞻
徘
徊　

彼
二
三
子　

云
何
不
來　

鄙
哉
鄭
人　

能
識
聖
容　

既
異
其
狀　

復
哀
其
窮

④
ｂ　

明
・
張
楷
賛
…
東
門
貽
誚
（
東
門
に
誚

そ
し
り

を
貽お

く

ら
る
）

出
自
東
門　

顧
瞻
徘
徊　

彼
二
三
子　

云
何
不
來　

鄙
哉
鄭
人　

能
識
聖
容　

既
異
其
狀　

復
憫
其
窮

（
（
孔
子
）
出
づ
る
こ
と
東
門
よ
り
し　

顧
瞻
し
て
徘
徊
す　

彼
の
二
三
子　

云な

ん何
ぞ
来
ら
ざ
る

鄙
な
る
か
な
鄭
人　

能
く
聖
容
を
識
る　

既
に
其
の
状
を
異あ

や

し
み　

復
た
其
の
窮
を
憫
れ
む
）

⑤
ａ　

元
・
兪
和
賛
…
聖
無
不
知　

奚
襄
是
師　

曰
取
其
專　

以
探
乃
微　

得
志
得
數　

復
得
其
人　

聲
入
心
通　

大
哉
聖
人

⑤
ｂ　

明
・
張
楷
賛
…
學
琴
師
襄
（
琴
を
師
襄
に
学
ぶ
）

聖
無
不
知　

奚
襄
足
師  

曰
取
其
專　

以
探
廼
微　

得
數
得
志　

復
得
其
人　

聲
入
心
通　

大
哉
聖
神

（
聖
は
知
ら
ざ
る
こ
と
無
し　

奚な
ん

ぞ
襄 

師
と
す
る
に
足
ら
ん　

曰こ
こ

に
其
の
専
を
取
り　

以
て
廼そ

の
微

お
う
ぎ

を
探

る
な
り　

数
を
得　

志
を
得　

復
た
其
の
人
を
得
た
り　

声
入
り　

心
通
ず　

大
な
る
哉　

聖
神
）

⑥
ａ　

元
・
兪
和
賛
…
我
西
我
轅　

将
見
簡
子　

至
河
而
反　

為
傷
賢
士　

覆
巣
鳳
遠　

諱
傷
其
倫　

物
類
尚
然　

何
况
聖
人



五
一

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

⑥
ｂ　

明
・
張
楷
賛
…
臨
河
返
駕
（
河
に
臨
み
て
駕
を
返
す
）

我
西
我
轅　

將
見
簡
子　

至
河
而
反　

爲
傷
賢
士　

覆
巢　

鳳
遠　

諱
傷
其
倫　

物
類
尚
然　

何
况
聖
人

（
我
れ
我
が
轅
を
西
し
て 

将
に
（
趙
）
簡
子
に
見ま

み

え
ん
と
す
る
も　

河
に
至
り
て
反
る
は　

賢
士
を
傷
む

が
為
な
り　

巣
覆

く
つ
が
へれ

ば
鳳
遠は

な

る　

其
の
倫

と
も
が
らを

傷
そ
こ
な

ふ
を
諱い

め
ば
な
り　

物
類
す
ら
尚
ほ
然
り　

何
ぞ
况
ん

や
聖
人
を
や
）

⑦
ａ　

元
・
兪
和
賛
…
齊
封
尼
谿　

晏
嬰
拒
之　

楚
封
書
社　

子
西
沮
之　

茫
々
列
國　

竟
誰
與
之　

待
價
而
沽　

肯
輕
許
之

⑦
ｂ　

明
・
張
楷
賛
…
楚
封
見
沮
（
楚
に
封
ぜ
ら
れ
ん
と
し
て
沮は

ば

ま
る
）

齊
封
尼
谿　

晏
嬰
拒
之　

楚
封
書
社　

子
西
沮
之　

茫
茫
列
國　

竟
誰
與
之　

待
價
而
沽　

肯
輕
處
之

（
斉
（
孔
子
を
）
尼
谿
に
封
ぜ
ん
と
す
る
や　

晏
嬰　

之
を
拒は

ば

み　

楚
（
孔
子
を
）
書
社
に
封
ぜ
ん
と
す
る

や    

子
西　

之
を
沮は

ば

む　

茫
茫
た
る
列
国　

竟つ
い

に
誰
か
之
と
与と

も

に
せ
ん　

価
を
待
ち
て
沽う

ら
ん
や　

肯
て

軽か
る
が
ろし

く
之
に
処お

ら
ん
や
）

⑧
ａ　

元
・
兪
和
賛
…
轍
環
天
下　

道
不
可
行　

曰
帰
乎
来　

脩
我
典
刑　

三
千
従
遊　

七
十
高
弟　

刪
述
六
經　

垂
憲
萬
世

⑧
ｂ　

明
・
張
楷
賛
…
刪
述
六
經
（
六
経
を
刪
述
す
）

轍
環
天
下　

道
不
可
行　

曰
歸
乎
來　

脩
我
典
型　

三
千
從
遊　

七
十
高
弟　

刪
述
六
經　

垂
憲
萬
世

）
13
（

（
轍
は
天
下
を
環め

ぐ

る
も　

道
は
行
ふ
べ
か
ら
ず　

曰
く　

帰
り
な
ん
乎い

ざ来 

我
が
典
型
を
脩
め
ん
と

（
弟
子
）
三
千
従
遊
し　

七
十
の
高
弟
あ
り　

六
経
を
刪
述
し
て　

憲
を
万
世
に
垂
る
）

⑨
ａ　

元
・
兪
和
賛
…
王
降
而
伯　

雅
亡
而
風　

麟
出
斃
矣　

吾
道
其
窮　

既
歌
以
哀　

復
史
以
彰　

非
徒
物
感　

實
為
世
傷

⑨
ｂ　

明
・
張
楷
賛
…
西
狩
泣
麟
（
西
に
狩
り
て
麟
に
泣
く
）



五
二

王
降
而
覇　

雅
亡
而
風　

麟
出
斃
矣　

吾
道
其
窮　

既
歌
以
哀　

復
史
以
彰　

匪
徒
物
感　

實
爲
世
傷

（
王
は
降
り
て
覇
と
な
り 

雅
は
亡
び
て
風
と
な
る 

麟
出
で
て
斃た

お

れ
た
り 

吾
が
道
其
れ
窮
せ
り　

既
に
歌
ひ

て
以
て
哀
し
み 

史
に
復
し
て
以
て
彰
は
す 

徒た
だ

に
物
に
感
ず
る
の
み
に
匪あ

ら

ず 

実
に
世
を
傷
む
が
為
な
り
）

⑩
ａ　

元
・
兪
和
賛
…
穆
々
廟
庭　

聖
徳
斯
尊　

肅
々
衣
冠　

聖
澤
斯
存　

漢
祖
崇
儒　

躬
拜
闕
里　

太
牢
之
祠　

百
代
伊
始

⑩
ｂ　

明
・
張
楷
賛
…
漢
高
崇
祀
（
漢
高
（
祖
）
崇

た
つ
と

び
祀ま

つ

る
）

穆
穆
廟
庭　

聖
徳
斯
尊　

肅
肅
衣
冠　

聖
澤
斯
存　

漢
祖
崇
儒　

躬
拜
闕
里　

太
牢
之
祠　

百
代
伊
始

（
穆
穆
た
る
廟
庭　

聖
徳
斯
れ
尊
し　

肅
肅
た
る
衣
冠　

聖
沢
斯
れ
存
す　

漢
（
高
）
祖
は
儒
を
崇
び　

躬
み
ず
か

ら
闕
里
に
拝
す　

太
牢
の
祠　

百
代
な
る
は
伊
よ
り
始
む
）

　

以
上
は
、
張
楷
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
二
十
八
首
の
う
ち
、
先
行
す
る
元
・
兪
和
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
と
重
複
す
る
十
首
の
図

賛
で
あ
る
（
末
尾
に
、
対
応
す
る
十
図
を
比
較
し
て
掲
げ
る
）
。
本
来
な
ら
ば
各
絵
図
に
つ
い
て
の
個
別
内
容
の
説
明
を
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
孔
子
の
生
涯
の
実
蹟
を
連
環
画
風
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
確
認
し
て
お

く
。
一
目
す
れ
ば
、
以
下
の
事
実
が
瞭
然
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

一　

孔
子
を
絶
対
至
高
の
「
聖
」
人
と
し
て
表
現
し
て
お
り
、
元
明
期
に
お
け
る
孔
子
尊
崇
の
実
態
が
如
実
に
窺
わ
れ
る
こ
と
。

　

二　

こ
こ
に
掲
げ
た
張
楷
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
十
首
は
、
殆
ど
全
て
が
先
行
す
る
元
・
兪
和
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
を
踏
襲
し
、

ま
た
は
模
擬
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　

三　

張
楷
『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
図
像
（
絵
者
不
詳
）
も
ま
た
、
明
ら
か
に
先
行
す
る
元
・
王
振
鵬
の
図
像
を
模
し
て
い
る
こ
と
。



五
三

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

な
お
、
拙
稿
で
は
引
用
と
分
析
を
控
え
た
が
、『
孔
子
聖
蹟
図
』
に
図
賛
と
共
に
引
用
さ
れ
る
説
明
文
も
ま
た
、
実
は
『
論
語
』

や
『
中
庸
』、『
孔
子
家
語
』
や
『
史
記
』
孔
子
世
家
等
の
関
連
書
物
か
ら
抜
粋
し
た
記
事
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
が
大
多
数
で

あ
る
。『
孔
子
聖
蹟
図
』
に
と
っ
て
主
体
は
あ
く
ま
で
も
絵
図
で
あ
り
、
図
賛
や
説
明
文
は
附
属
物
で
し
か
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て

も
張
楷
が
先
行
す
る
兪
和
の
図
賛
を
こ
れ
ほ
ど
忠
実
に
引
用
す
る
実
態
を
眼
前
に
す
れ
ば
、
我
々
は
単
な
る
張
楷
個
人
の
趣
向
で
は

な
い
、
明
代
文
壇
の
趨
勢
が
そ
の
背
景
に
存
在
し
、
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

五　

ま
と
め ―
張
楷
の
図
賛
と
明
代
の
抄
録
模
擬
文
学

　

明
代
文
学
が
そ
の
自
由
闊
達
な
文
風
を
評
価
さ
れ
る
一
方
、
し
ば
し
ば
古
人
の
詩
文
（
特
に
秦
漢
・
盛
唐
の
そ
れ
）
の
皮
相
な
模
擬

踏
襲
に
終
始
し
た
欠
点
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
論
者
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
批
判
の
的
と
な
る
の
は
主
に
李
・
王

（
李
攀
龍
・
王
世
貞
）
が
領
導
す
る
後
七
子
で
あ
り
、
よ
り
広
義
に
は
李
・
何
（
李
夢
陽
・
何
景
明
）
率
い
る
前
七
子
も
含
ま
れ
る
。
今
、

こ
の
こ
と
を
明
言
す
る
論
著
を
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば
初
期
の
『
中
国
文
学
史
』
著
作
で
あ
る
古
城
貞
吉
『
支
那
文
学
史

）
14
（

』
で
は
、

李
王
の
詩
は
摸
剽
竊
の
四
字
に
出
て
ず
、
其
の
古
人
に
摸
す
る
も
の
似
る
は
則
ち
似
る
あ
る
も
、
畢
竟
造
れ
る
花
の
其
の
形
あ

り
て
そ
の
香
な
き
か
如
く
、
以
て
人
の
肺
腑
に
入
る
こ
と
難
き
と
爲
す
、

と
述
べ
て
、
造
花
の
如
く
形
を
似
せ
て
香
が
無
い
後
七
子
の
詩
風
を
批
判
す
る
。
近
く
は
、
吉
川
幸
次
郎
『
元
明
詩
概
説

）
15
（

』「
「
古

文
辞
」
の
功
罪
」
が
、
そ
の
罪
過
を
以
下
の
五
点
に
集
約
す
る
。

第
一
、
典
型
と
の
密
着
を
も
っ
て
、
文
学
の
方
法
と
す
る
主
張
は
、
文
学
を
、
単
な
る
模
倣
に
終
わ
ら
せ
た
。
第
二
、
模
倣
、

贋
作
と
し
て
も
、
成
功
で
な
い
。
第
三
、
典
型
の
選
択
が
、
過
去
の
文
学
の
う
ち
、「
秦
漢
の
文
」「
盛
唐
の
詩
」
と
、
も
っ
ぱ



五
四

ら
強
烈
を
特
徴
と
す
る
も
の
に
、
局
限
さ
れ
、
終
始
す
る
結
果
、
過
去
の
文
学
の
、
優
雅
な
も
の
、
精
緻
な
も
の
、
の
祖
述
は
、

す
べ
て
没
却
さ
れ
て
い
る
。
第
四
、
典
型
の
固
定
が
、
単
調
な
千
篇
一
律
と
な
る
。
第
五
、
古
典
へ
の
密
着
が
、
十
六
世
紀
の

現
実
の
反
映
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
。

　

一
方
、
中
国
で
の
顕
著
な
指
摘
と
し
て
は
、
劉
大
杰
が
『
中
国
文
学
発
展
史

）
16
（

』
下
巻
一
一
〇
頁
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

他
們
反
台
閣
、
講
学
問
、
確
実
是
有
功
的
、
講
秦
漢
盛
唐
也
並
不
錯
。
不
過
他
們
要
学
的
不
是
秦
漢
盛
唐
文
学
的
思
想
内
容
、

而
只
是
句
摸
字
擬
的
形
式
技
巧
、
結
果
完
全
走
上
捨
本
逐
末
的
形
式
主
義
的
道
路
。（
彼
ら
（
引
用
者
注
；
前
七
子
）
が
台
閣
体
の

詩
風
に
反
対
し
て
学
問
を
主
張
し
た
の
は
確
か
に
功
績
が
あ
り
、
秦
漢
盛
唐
の
文
学
を
重
視
す
る
の
も
間
違
い
で
は
な
い
。
し

か
し
、
彼
ら
が
学
ぼ
う
と
し
た
の
は
秦
漢
盛
唐
文
学
の
思
想
的
内
容
で
は
な
く
、
一
字
一
句
を
摸
擬
す
る
形
式
的
な
技
巧
の
み

で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
完
全
に
本
末
を
顛
倒
し
て
形
式
主
義
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。）

　

以
上
の
指
摘
指
弾
は
専
ら
前
後
七
子
に
よ
る
明
代
詩
文
に
つ
い
て
の
も
の
だ
が
、
明
代
に
一
世
を
風
靡
し
た
戯
曲
小
説
に
つ
い
て

も
前
作
の
模
擬
襲
用
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
欧
陽
健
「
《
隋
唐
演
義
》
”綴

集
成
帙
“
考

）
17
（

」
が
詳
細
に
解
明
す
る
ほ
か
、

拙
稿
「
『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
隋
唐
演
義
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て

）
18
（

」
に
お
い
て
も
論
及
し
た
。

　

明
の
洪
武
三
十
一
年
（
一
三
九
八
）
に
生
ま
れ
、
永
楽

－

宣
徳

－

正
統

－

景
泰
年
間
を
経
て
、
天
順
四
年
（
一
四
六
〇
）
年
に

六
十
三
歳
で
没
し
た
張
楷
は
、
前
七
子
文
人
が
活
躍
し
た
弘
治

－

正
徳
年
間
（
一
四
八
八

－

一
五
二
一
）
の
前
夜
に
当
た
る
。
時
代
上

は
張
楷
が
前
七
子
に
直
接
関
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
本
論
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
模
擬
襲
用
の
風
潮
が
色
濃
い
張
楷
の
『
孔

子
聖
蹟
図
』
賛
の
詩
風
は
、
前
七
子
の
詩
風
に
直
結
す
る
も
の
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

即
ち
、
佐
藤
論
文
「
張
楷
の
生
涯
と
詩
作
と
『
聖
蹟
図

（
6
）』

」
が
既
に
銭
謙
益
『
列
朝
詩
集
』
や
朱
彝
尊
『
明
詩
綜
』
に
収
め
る
張

楷
詩
評
を
引
用
し
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
張
楷
詩
作
の
「
模
倣
的
で
あ
る
」
と
い
う
特
徴
は
、
ひ
と
り
張
楷
だ
け
の
特
徴
の
み
な
ら



五
五

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

ず
、
前
七
子
に
直
結
す
る
明
代
前
期
詩
壇
全
般
に
蔓
延
す
る
風
潮
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
る

）
19
（

。

　

残
念
な
が
ら
、
張
楷
の
詩
文
の
多
く
は
今
日
に
伝
存
し
な
い
が
、
明
代
に
盛
行
し
た
『
孔
子
聖
蹟
図
』
に
付
載
す
る
図
賛
の
分
析

か
ら
も
、
張
楷
詩
が
前
人
の
作
品
を
踏
襲
し
て
「
模
倣
的
で
あ
る
」
と
い
う
特
徴
は
、
そ
の
ま
ま
裏
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

人
は
多
分
に
時
代
の
子
で
あ
る
。
従
来
、
個
人
の
性
格
と
し
て
、
放
埒
な
り
、
几
帳
面
な
り
、
英
雄
的
な
り
、
好
色
的
な
り
、
個

人
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
て
き
た
特
性
も
、
よ
く
よ
く
分
析
す
れ
ば
当
時
の
時
代
背
景
に
よ
っ
て
修
飾
さ
れ
、
醸
成
さ
れ
た
も
の
も
多

い
。
佐
藤
氏
が
指
摘
し
、
拙
稿
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
で
も
証
明
さ
れ
た
張
楷
の
「
模
倣
的
で
あ
る
」
と
い
う
特
徴
に
つ
い
て
も
、

直
接
に
は
張
楷
個
人
の
性
格
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
「
模
倣
踏
襲
」
を
当
然
の
こ
と
と
す

る
当
時
の
時
代
思
潮
が
直
接
間
接
に
作
用
し
た
と
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

注
（
１
）　

該
書
に
つ
い
て
、
宮
紀
子
氏
、
佐
藤
一
好
氏
の
ご
配
慮
を
得
た
。
拙
稿
末
尾
に
佐
藤
氏
蔵
本
の
書
影
を
載
せ
る
。
王
振
鵬
『
孔
子
聖
蹟
図
』
に
つ
い

て
、
宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
に
論
及
す
る
。

（
２
）　

加
地
伸
行
『
聖
蹟
図
に
み
る
孔
子
流
浪
の
生
涯
と
教
え　

孔
子
画
伝
』（
集
英
社
、
一
九
九
一
年
）
所
収
の
佐
藤
一
好
「
『
聖
蹟
図
』
の
歴
史
」
参
照
。

（
３
）　

原
文
の
異
体
字
、
訓
読
等
を
改
め
た
所
が
あ
る
。
訓
読
の
（　

）
内
は
筆
者
注
。

（
４
）　

山
西
健
夫
氏
に
よ
る
と
、
高
野
山
蓮
金
院
に
寄
進
さ
れ
た
『
孔
子
聖
蹟
図
』
は
目
黒
雅
叙
園
美
術
館
所
蔵
の
由
で
あ
る
（
春
苑
堂
出
版
、
平
成
十
年

『
薩
摩
の
絵
師
た
ち
』
所
収
「
江
戸
時
代
の
絵
画
」。
ま
た
鹿
児
島
市
立
美
術
館
、
一
九
九
六
年
『
か
ご
し
ま 

美
の
先
人
た
ち
』
）
所
収
「
鹿
児
島
の
近

世
絵
画
」
）。
た
だ
目
黒
雅
叙
園
美
術
館
は
今
日
閉
館
し
て
お
り
、『
孔
子
聖
蹟
図
』
は
確
認
で
き
な
い
。
以
上
、
井
手
誠
之
輔
、
福
田
善
子
、
東
英
寿

の
各
氏
か
ら
情
報
の
呈
示
に
与
っ
た
。
記
し
て
謝
す
る
。
因
み
に
、
伊
地
知
季
安
『
漢
学
起
源
』
巻
三
、
南
浦
第
三
十
六
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

初
日
新
君
得
聖
蹟
図
製
為
屏
障
、
恒
置
座
右
以
備
觀
戒
矣
。
乃
孔
子
終
身
之
履
歴
、
而
明
張
楷
所
賛
也
。（
初
め
日
新
君
（
嶋
津
忠
良
）
、『
聖
蹟
図
』
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を
得
て
製
し
て
屏
障
と
為
し
、
恒
に
座
右
に
置
き
て
以
て
觀
戒
に
備
え
た
り
。
乃
ち
孔
子
終
身
の
履
歴
に
し
て
、
明
の
張
楷
の
賛
す
る
所
な
り
。）

　
　
　

和
刻
本
で
は
「
観
覧
に
備
ふ
」
と
す
る
の
を
、『
漢
学
起
源
』
巻
三
南
浦
第
三
十
六
で
は
「
観
戒
に
備
ふ
」
と
す
る
等
の
表
現
の
違
い
は
あ
る
が
、

こ
の
文
は
ほ
ぼ
⑰
『
孔
子
聖
蹟
之
図
』
の
嶋
津
家
久
跋
文
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
伊
藤
慎
吾
論
文
（
次
注
（
５
）
）
は
嶋
津
家
久
の
跋
文

も
南
浦
則
ち
文
之
玄
昌
作
に
な
る
と
推
定
す
る
。

（
５
）　

伊
藤
慎
吾
「
文
之
玄
昌
と
『
聖
蹟
図
』
」（
『
國
語
國
文
』
七
十
二
巻
七
号
（
八
二
七
号
）、
京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
平
成
十
五
年
）
注
（
七
）

参
照
。
該
論
文
は
「
文
之
を
『
聖
蹟
図
』
の
本
文
書
写
の
役
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
順
当
な
見
方
」
と
述
べ
（
二
五
頁
）、「
慶
長
期
、
薩
摩
藩
で
は
孔

子
の
生
涯
を
描
い
た
『
聖
蹟
図
』
を
め
ぐ
っ
て
藩
主
と
儒
僧
文
之
玄
昌
と
の
間
で
文
化
活
動
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
京
を
は
じ
め
と
す
る
他
地
域
に
は

見
ら
れ
ぬ
独
自
の
動
向
で
あ
っ
た
。」
と
総
括
す
る
（
二
九
頁
）。

（
６
）　

関
連
論
著
と
し
て
、
上
記
影
刊
本
等
に
付
さ
れ
た
前
言
、
序
文
、
付
載
論
文
等
の
外
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
（
多
く
は
佐
藤
一
好
氏
の
示
教
に
よ
る
。

中
文
表
記
は
常
用
漢
字
を
用
い
た
）。

佐
藤
一
好
「
張
楷
の
生
涯
と
詩
作
と
『
聖
蹟
図
』
」（
大
阪
教
育
大
学
『
学
大
国
文
』
三
四
、一
九
九
一
年
）

佐
藤
一
好
「
『
聖
蹟
図
』
研
究
ノ
ー
ト
」（
大
阪
教
育
大
学
『
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
コ
ー
ス
彙
報
』
三
、一
九
九
五
年
）

伊
藤
慎
吾
「
文
之
玄
昌
と
『
聖
蹟
図
』
」（
『
國
語
國
文
』
七
十
二
巻
七
号
（
八
二
七
号
）、
京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
平
成
十
五
年

王
裕
昌
「
《
孔
子
聖
迹
図
》
賞
析
」（
『
図
書
与
情
報
』
甘
粛
省
図
書
館
、
二
〇
〇
四
年
六
期
）

沈
津
「
《
聖
跡
図
》
版
本
初
探
」（
沈
津
書
目
文
献
論
集
『
書
韵
悠
悠
一
脈
香
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）

李
雲
「
孔
子
„

聖
迹
図
“
絵
刻
与
収
蔵
初
探

－

記
北
京
大
学
図
書
館
蔵
„

聖
迹
図
“」（
『
長
沙
大
学
学
報
』
二
〇
〇
五
年
一
期
）

文
宜
「
第
三
届
全
国
《
孔
子
聖
迹
図
》
創
作
理
論
与
実
践
研
討
会
紀
要
」（
『
文
芸
研
究
』
二
〇
〇
六
年
二
期
）

孔
祥
勝
・
上
官
茂
峰
「
《
聖
迹
之
図
》
考
析
」（
栄
宝
斎
、
二
〇
〇
六
年
三
期
）

　
　
　

中
国
の
論
文
は
今
の
と
こ
ろ
『
孔
子
聖
蹟
図
』
版
本
の
紹
介
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
拙
論
の
よ
う
に
張
楷
の
図
賛
に
つ
い
て
明
代

文
学
史
上
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
論
考
は
、
管
見
の
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
他
に
最
近
の
韓
国
側
資
料
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

趙
善
美
「
孔
子
聖
蹟
図
考
」（
『
美
術
資
料
』
六
〇
、
国
立
中
央
博
物
館
、
一
九
九
八
年
）

　
　
　
　
　

『
孔
子
聖
蹟
図
』（
成
均
館
大
学
校
博
物
館
。
二
〇
〇
九
年
。「
絵
で
見
る
孔
子
の
生
涯
」
展
の
図
録
。
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元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

（
７
）　

日
中
戦
争
は
日
本
軍
に
よ
る
中
国
へ
の
侵
略
戦
争
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
日
本
側
の
儒
教
精
神
の
聖
地
で
あ
っ
た
山
東
曲
阜
は
日
本

軍
に
よ
っ
て
手
厚
く
保
護
さ
れ
た
。
今
日
の
曲
阜
孔
林
の
石
碑
破
壊
の
多
く
は
一
九
六
〇

－

七
〇
年
代
の
内
乱
た
る
文
化
大
革
命
時
の
所
業
で
あ
る
。

（
８
）　

ま
た
清
・
銭
謙
益
『
列
朝
詩
集
小
伝
』
乙
集
、
清
・
朱
彝
尊
『
静
志
居
詩
話
』
巻
六
、
清
・
陳
田
『
明
詩
紀
事
』
等
に
等
し
く
引
く
。

（
９
）　

綫
装
書
局
、
二
〇
〇
一
年
。
な
お
、
杜
信
孚
編
『
明
代
版
刻
綜
録
』
巻
六
に
も
次
の
記
録
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

和
李
杜
詩
十
三
巻　

明
張
楷
撰　

明
成
化
劉
傚
刊　

張
楷
、
字
式
之
、
慈
谿
人
。
永
樂
二
十
二
年
進
士
。
有
介
庵
集
。

（
10
）　

台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
校
、
中
文
出
版
社
、
一
九
六
二
年
序
影
刊
。

（
11
）　

和
刻
本
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
で
は
、
第
百
十
五
「
法
本
送
張
生
」
詩
を
欠
い
た
百
四
十
首
を
刻
す
る
。
な
お
、『
西
廂
記
』
の
早
期
の
明
版
『
新
刊

大
字
魁
本
全
相
叅
訂
奇
妙
註
釋
西
廂
記
』
所
収
の
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』
に
も
該
詩
を
載
録
す
る
が
、
作
者
名
を
明
記
し
な
い
。

（
12
）　

こ
の
図
賛
は
、
明
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
序
刊
『
聖
跡
図
』
及
び
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
嶋
津
家
久
跋
刊
『
孔
子
聖
蹟
之
圖
』
系
統
本
で
は

「
因
膰
去
魯
」
と
題
し
、
以
下
の
よ
う
に
表
現
が
異
な
る
。
こ
の
表
現
は
元
・
兪
和
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

望
魯
相
聖　

強
齊
畏
威　

用
夷
遏
夏　

女
樂
乃
歸
（
望
あ
る
魯　

聖
を
相
と
す
れ
ば　

強
き
斉　

威
を
畏
る　

夷
を
用
て
夏
を
遏と

ど

め
ん
と
し　

女
楽
を
乃
ち
帰お

く

る
）

邪
遂
正
移 

始
難
終
保 

逖
矣
聖
跡 
厄
哉
吾
道
（
邪
は
遂
げ 

正
は
移
る 

始
め
難
く 

終
は
保
し
逖は

る

か
な
る
か
な
聖
跡 

厄
せ
る
か
な
吾
が
道
）

（
13
）　

明
・
陳
鳳
梧
（
一
四
七
五
〜
一
五
四
一
）
の
「
至
聖
先
師
孔
子
」
賛
に
も
「
道
冠
古
今　

徳
配
天
地　

刪
述
六
經　

垂
憲
萬
世
」（
道
は
古
今
に
冠

し　

徳
は
天
地
に
配
す　

六
経
を
刪
述
し　

憲
を
万
世
に
垂
る
）
と
あ
る
。
し
か
し
、
元
・
兪
和
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
に
も
「
刪
述
六
經　

垂
憲
萬
世
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
や
時
代
が
早
い
明
・
張
楷
（
一
三
九
八
〜
一
四
六
〇
）
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
賛
が
、
元
・
兪
和
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）　

経
済
雑
誌
社
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
刊
。

（
15
）　

岩
波
書
店
、『
中
国
詩
人
選
集
二
集
』、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）。

（
16
）　

古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
八
年
。

（
17
）　

同
氏
『
明
清
小
説
新
考
』（
中
国
文
聨
出
版
公
司
、
一
九
九
二
年
）
所
収
。

（
18
）　

拙
著
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。
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（
19
）　

清
・
顧
沅
の
「
聖
蹟
図
賛
」（
『
聖
廟
祀
典
図
考
』
附
）
も
、
先
行
す
る
明
・
張
楷
や
元
・
兪
和
の
図
賛
表
現
を
夥
し
く
踏
襲
す
る
（
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
考
察
し
た
い
）。
ま
た
明
清
期
の
通
俗
文
学
（
特
に
戯
曲
小
説
）
に
お
い
て
、
先
行
す
る
作
品
の
表
現
を
無
断
で
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
踏
襲
す
る
現
象
に
つ
い
て
は
、
拙
著
（
注
18
）
に
お
い
て
も
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
こ
こ
に
言
う
張
楷
の
「
前
作
の

模
擬
踏
襲
」
も
明
代
文
学
だ
け
の
特
徴
で
は
な
く
、
中
国
近
世
文
学
、
ひ
い
て
は
中
国
文
学
史
全
般
に
蔓
延
す
る
現
象
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

本
稿
で
は
、
全
体
中
の
個
別
具
体
例
、
明
代
文
学
の
一
特
徴
と
し
て
分
析
し
た
。

（
※
）　

本
稿
で
は
、
専
ら
『
孔
子
聖
蹟
図
』
に
お
け
る
図
賛
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、『
孔
子
聖
蹟
図
』
は
絵
図
と
説
明
文
と
図
賛
と
か
ら
成
る
。
こ
の
う

ち
説
明
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
『
史
記
』
孔
子
世
家
、『
論
語
』、『
孔
子
家
語
』
等
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
り
、
図
賛
に
お
け
る
模
倣
踏
襲
と
軌

を
一
に
す
る
。
実
は
絵
図
に
つ
い
て
も
、
構
図
の
酷
似
等
に
よ
っ
て
前
作
の
模
擬
踏
襲
は
推
定
で
き
る
が
、
元
・
兪
和
図
賛
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
絵

師
は
王
振
鵬
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
も
、
明
・
張
楷
図
賛
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
絵
師
に
つ
い
て
は
あ
い
に
く
不
詳
で
あ
る
。
絵
師
と
絵
図
の
考
察

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

以
下
に
、
本
稿
で
考
察
し
た
元
・
兪
和
図
賛
、
王
振
鵬
絵
図
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
十
幅
、
及
び
こ
れ
に
対
応
す
る
明
・
張
楷
図

賛
の
『
孔
子
聖
蹟
図
』
の
図
像
を
対
比
し
て
掲
げ
る
。
出
拠
は
、
元
・
兪
和
図
賛
＝
王
振
鵬
絵
図
の
も
の
は
『
聖
蹟
図
』
（
『
神
州

国
光
集
増
刊
之
二
』
神
州
国
光
社
、
一
九
〇
八
年
。
佐
藤
一
好
氏
所
蔵
。
本
稿
二
章
①
）
、
明
・
張
楷
図
賛
の
も
の
は
、
絵
画
は
『
聖
蹟
之
図
』

（
山
東
省
曲
阜
市
文
物
管
理
委
員
会
、
一
九
九
九
年
重
印
。
本
稿
二
章
③
の
小
冊
子
版
、
説
明
文
の
画
題
は
⑤
「
聖
蹟
図
賛
旧
碑
」
に
よ
る
。）
。
但
し

第
十
七
「
東
門
貽
誚
」
図
は
底
本
に
欠
く
た
め
、
明
・
正
統
九
年
序
刊
『
聖
跡
図
』
（
本
稿
二
章
②
）
よ
り
補
っ
た
。
拙
稿
で
は
考

証
分
析
を
省
い
た
が
、
図
賛
の
み
な
ら
ず
、
図
像
構
成
も
ま
た
前
作
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。



五
九

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

①ａ　元・兪和『孔子聖蹟図』図賛

①ｂ　明・張楷『孔子聖蹟図』図賛　尼山禱嗣

（図賛は「二龍五老」図中に転記する。）



六
〇

②ａ　元・兪和『孔子聖蹟図』図賛

②ｂ　明・張楷『孔子聖蹟図』図賛　受樂遄行



六
一

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

③ａ　元・兪和『孔子聖蹟図』図賛

③ｂ　明・張楷『孔子聖蹟図』図賛　圍匡曲解



六
二

④ａ　元・兪和『孔子聖蹟図』図賛

④ｂ　明・張楷『孔子聖蹟図』図賛　東門貽誚



六
三

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

⑤ａ　元・兪和『孔子聖蹟図』図賛

⑤ｂ　明・張楷『孔子聖蹟図』図賛　學琴師㐮



六
四

⑥ａ　元・兪和『孔子聖蹟図』図賛

⑥ｂ　明・張楷『孔子聖蹟図』図賛　臨河返駕



六
五

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

⑦ａ　元・兪和『孔子聖蹟図』図賛

⑦ｂ　明・張楷『孔子聖蹟図』図賛　楚封見沮



六
六

⑧ａ　元・兪和『孔子聖蹟図』図賛

⑧ｂ　明・張楷『孔子聖蹟図』図賛　刪述六經



六
七

元・兪和『孔子聖蹟図』賛を踏襲した明・張楷『孔子聖蹟図』賛について

⑨ａ　元・兪和『孔子聖蹟図』図賛

⑨ｂ　明・張楷『孔子聖蹟図』図賛　西狩泣麟



六
八

⑩ａ　元・兪和『孔子聖蹟図』図賛

⑩ｂ　明・張楷『孔子聖蹟図』図賛　漢高崇祀




